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明
治
期
以
降
、
わ
が
国
の
国
際
化
の
過
程
で
生
じ
た
「
岩
倉
は

日
本
の
ゲ
ー
ル
（
⑦
①
里
）
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
み
が
、
岩
倉

を
近
代
精
神
医
療
に
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
認
識

が
な
け
れ
ば
、
明
治
期
以
前
に
数
多
く
存
在
し
た
伝
統
的
な
治
療

法
の
一
つ
と
し
て
、
早
晩
衰
退
し
、
消
滅
し
、
忘
却
さ
れ
る
運
命

を
た
ど
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
は
以
上
の
点
を
検
証

し
な
が
ら
、
岩
倉
の
精
神
医
療
史
を
読
み
直
す
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
際
、
本
当
に
「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ
ー
ル
」
な
の
か
と
い
っ
た
評

価
の
問
題
は
重
要
で
は
な
い
・
そ
の
認
識
が
生
ま
れ
、
維
持
さ
れ
、

強
化
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ロ
シ
ア
人
医
師
ス
チ
ー
ダ
命
鳥
目
）
に
由
来
す
る
と

理
解
さ
れ
て
い
る
「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ
ー
ル
で
あ
る
」
と
い
う
認

識
の
起
源
を
さ
ぐ
っ
て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
喧
伝
さ
れ
て
き
た
岩

24

二
十
世
紀
前
半
に
お
け
る
京
都
・
岩
倉
の

〃
国
際
化
〃
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

橋
本
明

倉
の
発
展
史
は
虚
構
に
満
ち
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
京
都
艤
狂

院
の
設
立
二
八
七
五
年
）
や
精
神
病
者
監
護
法
（
一
九
○
○
年
）
に

よ
っ
て
瀕
死
の
状
態
に
あ
っ
た
岩
倉
を
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
留
学
を
終

え
る
頃
ゲ
ー
ル
を
視
察
し
た
呉
秀
三
が
擁
護
し
（
一
九
○
二
年
）
、

岩
倉
を
訪
れ
た
ス
チ
ー
ダ
の
「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ
ー
ル
で
あ
る
」

と
の
発
言
二
九
○
六
年
）
で
外
国
人
か
ら
「
お
墨
付
き
」
を
与
え

ら
れ
、
土
屋
栄
吉
の
尽
力
な
ど
で
岩
倉
の
名
も
海
外
に
知
れ
渡
っ

た
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
。
だ
が
、
呉
秀
三
は
ョ

Ｉ
ロ
ッ
パ
留
学
以
前
に
岩
倉
を
ゲ
ー
ル
と
類
似
の
も
の
と
既
に
認

識
し
て
お
り
（
『
精
神
病
学
集
要
・
後
編
」
一
八
九
五
年
）
、
昨
年
の
本

学
会
で
も
示
し
た
よ
う
に
ス
チ
ー
ダ
発
言
の
出
所
は
日
本
側
の
着

想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
認
識
は
ど
こ
ま
で

遡
る
の
か
。

一
八
八
五
年
、
ド
イ
ツ
に
留
学
中
の
榊
俶
は
ベ
ル
リ
ン
精
神
病

学
会
で
、
「
日
本
の
癒
狂
事
情
」
ａ
８
国
烏
の
岸
吊
ロ
ミ
朋
呂
目

盲
目
己
を
報
告
し
、
京
都
艤
狂
院
に
触
れ
て
い
る
が
、
岩
倉
の
言

及
は
な
い
。
榊
が
留
学
し
て
い
た
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
ゲ
ー
ル

を
モ
デ
ル
に
し
た
精
神
病
者
の
家
庭
看
護
の
ま
さ
に
導
入
期
で
あ

っ
た
。
榊
も
訪
問
し
て
い
る
市
立
ダ
ル
ド
ル
フ
ｅ
邑
合
邑
精
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神
病
院
で
は
一
八
八
四
年
に
ザ
ン
ダ
ー
（
蟹
且
閂
）
の
指
導
で
家

庭
看
護
が
始
ま
り
、
榊
が
精
神
病
学
を
学
ん
だ
メ
ー
リ
（
言
吊
三

は
そ
こ
で
医
長
を
し
て
い
た
。
一
八
八
六
年
に
帰
国
し
た
榊
は
、

十
九
世
紀
終
わ
り
頃
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
家
庭
看
護
へ
の
関

心
の
ピ
ー
ク
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
方
、

一
八
九
○
年
の
私
立
京
都
籏
狂
院
の
院
長
・
高
松
舞
に
よ
る
「
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
艤
狂
院
閣
下
二
送
ル
答
涛
書
」
で
は
、
岩
倉
が
未

だ
伝
統
的
医
療
に
属
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
一
八
九
一

年
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
た
島
村
俊
一
は
榊
と
類
似
の
留
学
環
境

の
も
と
、
ダ
ル
ド
ル
フ
精
神
病
院
で
家
庭
看
護
の
実
際
を
知
り
得

て
い
た
に
違
い
な
い
。
島
村
は
一
八
九
四
年
十
一
月
に
帰
国
し
、

十
二
月
に
は
京
都
府
医
学
校
教
諭
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年

に
は
呉
の
「
精
神
病
学
集
要
・
後
編
』
が
出
さ
れ
、
注
目
す
べ
き

こ
と
に
ゲ
ー
ル
と
岩
倉
が
同
じ
「
私
宅
看
護
」
の
範
曉
で
取
り
扱

わ
れ
た
。
こ
れ
は
実
質
的
に
「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ
ー
ル
で
あ
る
」

と
の
認
識
に
等
し
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
着
想

が
呉
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
榊
、
島

村
、
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ル
ド
ル
フ
、
家
庭
看
護
、
京
都
、
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
を
羅
列
し
た
と
こ
ろ
で
、
「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ
ー
ル
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
の
出
発
点
は
特
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
着
想

は
榊
や
島
村
の
ベ
ル
リ
ン
留
学
体
験
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
高
松
の
「
答
需
害
」
の
認
識
が
精
神
医

学
界
に
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
『
精
神
病
学
集
要
．

後
編
』
が
一
八
九
五
年
に
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
約
五
年
の
間
に
岩

倉
認
識
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
一
九
○
六
年
に
ス
チ
ー
ダ
を
し
て
「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ

ー
ル
で
あ
る
」
と
言
わ
し
め
る
ま
で
に
は
、
な
お
十
年
以
上
の
時

間
を
要
す
る
。
こ
の
間
に
ス
チ
ー
ダ
発
言
を
導
く
素
地
を
用
意
し

た
の
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
呉
秀
三
で
あ
り
、
彼
の
留
学
体
験
が

「
岩
倉
は
日
本
の
ゲ
ー
ル
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
総
仕
上
げ
に

決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

（
愛
知
県
立
大
学
）


